
災害支援ナース(災害・新興感染症対応)に係る新たな体制構築と研修について

の説明会 

 

1．趣 旨   現行の災害支援ナースの派遣は、自然災害のみが対象であり、法令などの根

拠に基づくものではなかった。災害と感染症に対応できる看護職の養成・応援

派遣・確保を一体的に行うという国の動きを受けて 2024 年度以降、災害支援ナ

ース(災害・新興感染症対応)を「災害・感染症医療業務従事者」として位置づ

けることが決定している。 

これまで災害派遣に貢献してきた災害支援ナースによる災害時の応援派遣

に加えて、新興感染症発症時の応援派遣にも対応できる看護職員の養成を推進

するために、本会では、新たな体制構築と研修を準備している。このことにか

かる説明を行うことにより、現行の災害支援ナース及びその所属医療機関等で

の理解をしていただきたいと考える。 

 

2．目 的 災害支援ナース（災害・新興感染症対応）に係る新たな体制構築と研修につい

ての説明を行い、理解の促進を図る。 

 

3．対 象 ・道内の医療機関(病院・有床診療所)の看護代表者 

      ・訪問看護事業所の管理者 

・北海道看護協会災害支援ナース登録者 

・北海道災害支援ナースが就業している医療機関(無床診療所)の看護代表者 

 

      

4．プログラム 

①9 月 25 日及び 

③9 月 28 日 
②9 月 26 日 内容 

15：50 13：20 接続開始 

16：00 13：30 開会挨拶 北海道看護協会 会長 髙橋 久美子 

16：05 13：35 「災害支援ナースの新たな体制構築について」 

説明者 北海道看護協会 専務理事 田中 かおり 

16：25 13：55 「災害支援ナース養成研修について」 

説明者 北海道看護協会 常務理事 山本 純子 

16：45 14：15 閉会 

 


